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昭
和
六
十
年
度
三
翠
化
学
会
総
会

五
月
二
六
日
、
四
日
市
で
開
催

昭
和
六
十
年
度
三
翠
化
学
会
総
会

は
、
五
月
二
十
六
日
㈲
に
、
四
日
市

に
て
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
万
障
お

繰
り
合
わ
せ
の
上
、
ご
出
席
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
日
は
、
十
一
時
か
ら
十
二
時
ま

で
総
会
、
十
二
時
よ
り
約
二
時
間
の

予
定
で
懇
親
会
を
行
な
い
ま
す
。

な
お
、
会
場
は
近
鉄
四
日
市
駅
前

の
交
通
至
便
の
所
で
す
。
ま
た
、
今

年
度
ク
ラ
ス
会
等
を
予
定
し
て
い
る

ク
ラ
ス
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非

計
画
を
総
会
の
前
後
に
合
わ
せ
て
い

た
だ
き
、
総
会
に
ご
出
席
下
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
か
た
が
た
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

己

三
軍
化
学
会
総
会
ご
案
内

「
日
時
　
五
月
二
十
六
日
㈲
午
前

十
一
時
よ
り

「
会
場
　
四
日
市
　
農
協
会
館

四
日
市
市
浜
田
町
四
－
二
〇

電
話
　
〇
五
九
三
－
五
「
三

二
八
四

（
近
鉄
四
日
市
駅
　
正
面
東
口

よ
り
徒
歩
二
分
、
右
側
）

「
会
費
　
六
〇
〇
〇
円

全
国
の
友
よ
集
ま
れ
〃
‥

こ
と
し
は
初
参
加
者
大
歓
迎

暖
か
を
春
に
な
り
ま
し
た
。

こ
と
し
も
ま
た
三
翠
化
学
会
の
総

会
が
迫
っ
て
参
り
ま
し
た
。
昨
年
は

名
古
屋
市
に
お
い
て
東
海
支
部
と
合

同
の
総
会
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
今
ま

で
に
な
い
大
勢
の
会
員
が
お
集
ま
り

頂
き
ま
し
た
。

こ
と
し
は
、
五
月
二
十
六
日
に
初

め
て
四
日
市
市
で
開
催
す
る
こ
と
に

り
ま
し
た
。
二
二
重
県
の
北
勢
地
域
や

東
海
支
部
の
方
々
の
出
席
の
便
を
考

え
ま
し
た
の
で
、
ど
う
か
昨
年
に
も

増
し
て
よ
り
多
く
の
御
出
席
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
今
年
は
、
三
翠
化
学
会
設

立
十
二
周
年
に
当
り
、
え
と
（
干
支
）

で
言
え
ば
ひ
と
ま
わ
り
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
こ
ら
で
心
機
一
転
し
て
、

新
し
い
発
展
を
目
ざ
し
て
、
第
二
ラ

ウ
シ
ド
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
三
翠
化
学
会

は
、
こ
の
十
二
年
間
に
千
人
を
超
え

る
大
組
織
と
な
り
、
関
東
支
部
・
関

西
支
部
・
東
海
支
部
・
三
重
県
支
部

を
結
成
し
、
全
国
を
ほ
ぼ
カ
バ
ー
す

る
組
織
態
勢
を
固
め
る
に
至
り
ま
し
た
。
′

こ
う
し
た
同
窓
会
組
織
は
会
員
相

互
が
お
互
い
に
交
流
し
合
い
、
情
報

を
交
換
し
合
い
、
旧
交
を
温
め
合
い
、

あ
る
い
は
お
互
い
が
利
用
し
合
え
る

と
い
う
「
隔
た
り
な
き
人
間
関
係
」

を
つ
く
る
上
で
重
要
な
組
織
で
あ
り

ます。心
の
ふ
れ
あ
い
と
実
益
を
も
兼
ね

て
、
心
の
許
し
合
え
る
同
窓
の
つ
ど

い
を
も
っ
と
利
用
さ
れ
ん
こ
と
を
、

岡
田
会
長
に
代
っ
て
お
願
い
し
ま
す
。

三
翠
化
学
会
副
会
長

中
川
潔
彦

高
橋
孝
雄

ク
大
学
一
回
生
は
昨
年
十
一
月
十

日
、
名
古
屋
の
一
隅
で
ク
ラ
ス
会
を

催
し
た
。
私
共
の
ク
ラ
ス
二
十
人
名

は
福
田
幹
事
（
現
井
村
屋
製
菓
常
務
）

の
世
話
で
隔
年
に
会
を
開
い
て
い
る

が
、
当
日
の
出
席
者
は
十
三
名
で
あ

っ
た
。
毎
回
、
出
席
率
は
五
十
パ
ー

セ
ン
ト
内
外
で
あ
る
が
、
近
辺
の
者

が
多
い
た
め
顔
ぶ
れ
も
ほ
ぼ
固
き
し

て
い
る
。

私
達
の
ク
ラ
ス
は
駿
馬
の
よ
う
な

秀
才
も
富
豪
家
も
い
な
い
よ
う
だ

が
、
た
だ
個
性
の
ま
ま
に
悠
々
と
真

実
一
路
に
生
き
て
い
る
。
秋
灯
下
に

集
う
白
髪
や
顔
に
刻
ま
れ
た
三
十
年

末
の
薮
は
〝
L
e
b
e
n
 
l
S
t

E
r
n
S
t
！
∵
の
諺
を
語
っ
て
い

る
よ
う
で
も
あ
る
。

思
へ
ば
大
学
に
入
学
し
た
の
は
昭

和
二
十
四
年
、
戦
後
の
復
興
は
進
捗

せ
ず
産
業
界
も
混
迷
し
、
就
職
戦
線

は
暗
黒
状
態
で
あ
っ
た
。
ア
ル
コ
ー

ル
類
は
高
貴
薬
の
よ
う
で
ク
ラ
ス
コ

ン
パ
の
時
も
手
の
出
せ
な
い
存
在
で

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
あ
る
日
、
醗

酵
学
実
験
の
終
了
し
た
時
、
田
中
庄

助
先
生
は
一
升
瓶
を
示
し
て
「
私
ど

も
の
研
究
室
の
試
作
品
で
す
。
今
夕
、

試
飲
会
を
催
し
ま
す
か
ら
町
屋
の
海

岸
に
集
っ
て
下
さ
い
」
と
指
示
さ
れ

た
。
た
そ
が
れ
る
砂
浜
に
ク
ラ
ス
全

員
、
先
生
を
囲
ん
で
車
座
に
な
り
、

茶
碗
酒
を
交
わ
し
、
潮
の
香
を
肴
に

し
て
、
初
夏
の
夜
を
語
り
明
か
し
た
。

校
歌
や
〝
オ
富
さ
ん
〟
や
〝
炭
抗
節

の
歌
声
〟
は
波
の
音
と
と
も
に
星
空

に
消
え
て
い
っ
た
が
、
あ
の
夜
の

F
氏
の
「
マ
ワ
レ
マ
ワ
レ
」
の
熱

狂
的
な
音
頭
と
陶
辞
し
た
若
い
日
の

友
の
顔
は
今
な
お
脳
裡
に
刻
ま
れ
て

いる。あ
る
人
は
い
う
「
過
去
を
語
り
、

思
い
出
を
懐
か
し
む
こ
と
は
人
生
の

快
事
で
は
あ
っ
て
も
前
向
き
の
も
の

で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
進
歩
も
向
上

も
な
い
」
と
。
し
か
し
私
は
政
治
的
・

経
済
的
な
利
害
関
係
も
な
く
、
集
団

に
つ
き
も
の
の
上
下
関
係
も
な
く
、

た
だ
虚
心
坦
懐
、
歯
に
衣
を
き
せ
ぬ

旧
友
た
ち
と
の
集
い
に
ひ
か
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
愉
快
な
仲
間
と

同
じ
世
代
に
生
き
、
同
じ
学
窓
に
学

ん
だ
こ
と
に
感
謝
し
た
く
な
る
の
で

あ
る
。
（
青
木
記
）

写
真
は
前
列
左
よ
り
西
川
・
福
田

支
・
清
水
・
中
野
、
中
列
左
よ
り
服

部
・
水
谷
・
高
岡
、
後
列
左
よ
り
前

田
・
原
田
・
福
田
映
・
青
木
・
岡

本
・
吉
田
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日
曹
商
事
株
式
会
社

大

長
島
貞
武

日
本
ソ
ー
ダ
工
業
の
先
駆
者
中
野

友
礼
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
日
本
曹
達

㈱
を
親
会
社
と
し
て
昭
和
十
三
年
に

販
売
部
門
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の

が
、
当
社
の
沿
革
で
す
。
当
時
は
親

会
社
の
製
造
す
る
電
解
製
品
で
あ
る

苛
性
ソ
ー
ダ
、
液
体
塩
素
、
塩
素
系

誘
導
品
（
四
塩
化
炭
素
、
晒
粉
、
B

H
C
等
）
が
販
売
の
主
力
で
あ
っ
た

も
の
が
、
現
在
は
業
容
の
拡
大
と
共

に
、
日
本
曹
達
㈱
以
外
の
製
品
の
販

売
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
く
な
り
、
今
で

は
3
0
％
弱
が
親
会
社
、
2
0
％
が

関
連
会
社
製
品
、
残
り
5
0
％
は
自

首
以
外
の
製
品
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
販
売
品
目
の
内
容
と
し
て
は
、

化
学
薬
品
全
般
、
樹
脂
及
び
成
形
機

械
、
非
鉄
金
属
、
殺
菌
剤
及
び
防
疫

薬
剤
、
建
材
及
び
ウ
レ
タ
ン
製
品
、

F
R
P
タ
ン
ク
設
計
製
造
、
リ
レ
ー

ス
ウ
ィ
チ
等
の
電
機
部
品
、
貿
易
業

務
等
が
あ
り
ま
す
が
、
化
学
薬
品
の

中
で
は
、
苛
性
ソ
ー
ダ
、
無
機
、
有

機
薬
品
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
そ
の
他

医
薬
品
、
農
薬
関
係
の
中
間
体
、
最

近
の
感
熱
方
式
に
よ
る
F
A
X
用
感

熱
染
料
、
半
導
体
の
次
第
製
法
と
な

る
で
あ
ろ
う
M
O
e
V
D
（
ア
メ
リ

カ
ベ
ン
ト
ロ
ン
ケ
ミ
カ
ル
社
と
提

携
）
用
の
有
機
金
属
等
の
販
売
も
手

か
け
て
お
り
ま
す
。
事
業
所
と
し
て

は
東
京
本
社
を
中
心
に
、
大
阪
、
名

古
屋
の
各
支
店
、
札
幌
、
仙
台
、
高

岡
、
広
島
、
福
岡
、
熊
本
の
営
業
所

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
当
社
と
三
重
大
学
と
の
か
か

わ
り
あ
い
は
、
岩
本
喜
一
先
生
と
専

務
で
引
退
さ
れ
た
中
村
氏
が
東
大
時

代
の
同
窓
と
い
う
事
で
、
当
時
岩
本

先
生
の
生
化
学
専
攻
の
大
学
五
回
生

加
藤
晃
氏
が
入
社
第
一
号
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
は
親
会
社
の
日
管
に
籍

を
置
か
れ
、
東
京
本
社
資
材
部
長
の

要
職
に
つ
か
れ
、
大
き
な
目
を
ギ
ョ

ロ
ギ
ョ
ロ
さ
せ
な
が
ら
、
日
夜
奮
闘

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
加
藤
氏

の
御
健
闘
が
大
い
に
評
価
さ
れ
た

か
、
第
二
号
入
社
と
し
て
九
回
生

の
平
田
患
史
氏
が
、
現
在
は
名
古
屋

支
店
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
と
お
り
ま

す
。
少
々
オ
ツ
ム
の
方
は
後
退
気
味

で
す
が
、
名
古
屋
地
主
の
特
長
を
生

か
し
、
小
さ
な
体
で
精
力
的
か
つ
営

業
の
大
ベ
テ
ラ
ン
よ
ろ
し
く
御
活
躍

中
で
す
。
そ
の
後
が
、
十
五
回
生
の

筆
者
と
な
る
わ
け
で
、
平
田
先
輩
が

三
重
大
に
ス
カ
ウ
ト
に
来
ら
れ
赤
木

先
生
も
サ
ジ
を
投
げ
て
お
ら
れ
た
当

諸
資

了
掻

時
の
悪
餓
鬼
の
代
表
み
た
い
の
を
、

無
試
験
推
薦
の
格
好
で
御
世
話
下
さ

っ
た
岩
本
先
生
に
は
、
た
だ
た
だ
感

謝
と
し
て
い
る
次
第
で
す
。
現
在
本

社
勤
務
で
現
代
流
三
種
競
技
÷
）

を
駆
使
し
な
が
ら
、
努
力
致
し
て
お

り
ま
す
。
伝
統
が
そ
の
後
引
き
継
が

れ
、
今
度
は
筆
者
が
大
学
に
出
向
き
、

滝
先
生
の
御
助
力
に
よ
り
ま
し
て
二

十
一
回
生
の
宮
崎
正
君
を
、
又
宮
崎

君
の
紹
介
に
よ
り
、
同
期
の
大
槻
幹

雄
君
を
獲
得
し
、
宮
崎
君
は
名
古
屋

支
店
で
、
大
槻
君
は
大
阪
支
店
で
、

入
社
後
1
0
年
を
経
過
し
、
い
よ
い

よ
脂
が
乗
り
切
っ
て
、
中
核
社
員
と

し
て
活
躍
中
で
す
。
以
上
五
名
が
三

重
大
学
出
身
者
と
な
り
ま
す
が
、
こ

こ
十
年
余
り
そ
の
後
の
入
社
の
な
い

事
を
寂
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
一
）

さ
て
、
商
社
と
い
う
業
種
も
化
学

的
知
識
を
充
分
生
か
し
て
各
種
業
種

と
の
接
点
を
担
う
わ
け
で
、
技
術
的

深
ま
り
は
な
い
も
の
の
幅
広
い
知
識

が
偏
り
、
非
常
に
多
分
野
へ
の
活
動

と
な
り
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
の
限
ら
れ

た
商
品
の
販
売
と
は
異
り
、
あ
ら
ゆ

る
商
品
が
販
売
商
品
の
対
象
と
な
る

ー
わ
け
で
、
充
分
技
術
を
生
か
せ
る

道
は
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
ん
な

目
で
商
社
と
い
う
業
種
を
見
て
い
た

だ
く
の
も
一
法
か
と
思
い
ま
す
。

十
五
回
生
長
島
記

「
今
、
私
は
」
と
い
う
題
の
原
稿

を
善
く
に
あ
た
り
、
こ
の
三
翠
化
学

会
紙
の
一
面
を
か
り
て
先
ず
は
一

言
。
私
、
二
十
人
期
卒
業
生
栗
田
は
、

三
重
大
学
卒
業
の
名
に
恥
じ
な
い
よ

う
、
正
々
堂
々
と
働
い
て
い
る
こ
と

を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
、
私
は
、
長
い
放

浪
の
末
、
不
二
製
油
㈱
の
基
礎
技
術

研
究
所
の
蛋
白
グ
ル
ー
プ
で
、
日
夜

新
製
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
研
究
テ
ー
マ
は
、
現
在
、
世
間

で
、
食
糧
危
機
へ
の
油
糧
種
子
の
期

待
と
騒
が
れ
て
い
る
中
の
「
大
豆
蛋

白
質
の
組
織
化
」
で
、
往
復
四
時
間

く
、
多
忙
を
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す。
企
業
に
就
職
し
、
ま
だ
二
年
し
か

経
た
な
い
私
で
す
が
、
常
々
心
に
思

っ
て
い
る
こ
と
は
、
企
業
と
大
学
は

違
う
と
思
っ
て
仕
事
を
し
て
い
て
は

良
い
仕
事
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
確
か
に
、
企
業
は
利
潤
追
求

の
為
の
研
究
で
ス
ピ
ー
ド
を
要
求
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
大
学
は
十

分
時
間
を
か
け
て
科
学
の
真
理
の
追

求
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な

取
り
組
み
方
に
し
ろ
、
目
先
の
利
益

や
名
声
の
算
盤
を
ほ
じ
い
て
い
て

は
、
良
い
研
究
に
し
ろ
良
い
仕
事
に

山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社

斉
　
藤
　
誠

ま
ず
皆
様
に
、
山
崎
製
パ
ン
の
歴

史
と
現
況
を
簡
単
に
御
紹
介
い
た
し

ます。当
社
は
昭
和
二
十
三
年
に
現
飯
島

社
主
が
、
千
葉
県
市
川
市
で
パ
ン
の

委
託
加
工
（
小
麦
粉
を
持
参
し
た
方

に
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
焼
き
た
て

の
パ
ン
を
提
供
す
る
）
を
始
め
た
の

が
そ
の
前
身
で
あ
り
、
食
料
難
に
喘

ぐ
当
時
の
人
々
の
絶
大
を
支
持
を
得

ま
し
た
。
そ
の
時
以
来
、
良
品
廉
価
、

顧
客
第
一
を
社
是
に
、
パ
ン
の
み
な

ら
ず
和
洋
菓
子
に
も
進
出
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
、
日
本

の
食
生
活
の
洋
風
化
が
進
行
し
た
時

期
に
も
当
り
、
い
ち
早
く
導
入
し
た

パ
ン
・
菓
子
の
大
量
生
産
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
、
安
価
で
美
味
し
い
製
品
の

供
給
が
実
現
し
ま
し
た
。

現
在
は
主
に
、
パ
ン
・
和
洋
菓
子

の
製
造
販
売
及
び
各
種
食
品
の
販
売

を
そ
の
業
と
し
て
お
り
、
特
に
パ
ン

に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
シ
ェ
ア
約

2
5
％
と
業
界
一
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
製
品
は
北
は

仙
台
か
ら
南
は
熊
本
ま
で
全
国
2
0

工
場
で
毎
日
製
造
さ
れ
、
五
万
二
千

軒
の
小
売
店
に
届
け
て
い
ま
す
。

食
品
業
界
は
御
存
知
の
通
り
、
消

費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
嗜
好
の
変

化
と
言
う
大
き
い
波
に
洗
わ
れ
て
い

ま
す
。
当
社
も
そ
れ
に
対
応
す
べ
く
、

従
来
の
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
（
卸
売
）
を

主
体
と
し
た
生
産
販
売
活
動
以
外
に

ベ
ー
ク
オ
フ
（
店
内
焼
成
）
の
分
野

に
も
進
出
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
第

一
歩
と
し
て
、
製
パ
ン
の
冷
凍
技
術

で
有
名
な
、
フ
ラ
ン
ス
の
ダ
ラ
ン
・

ム
ー
ラ
ン
・
ド
・
パ
リ
社
と
業
務
提

携
し
、
高
地
価
立
地
出
店
型
店
舗
と

し
て
、
ヴ
ィ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
を
首

都
圏
を
中
心
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
級
洋
菓
子
専
門
店
の
チ
ェ

ー
ン
展
開
も
昨
年
よ
り
開
始
し
ま
し
．

た
。
海
外
活
動
に
つ
い
て
は
、
ベ
ー

ク
オ
フ
の
店
舗
を
香
港
、
タ
イ
等
で

展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
末
端
小
売
店
の
流
通
革
命

は
量
販
店
の
出
現
に
よ
り
加
速
度
的

に
進
行
し
、
構
造
が
変
化
し
ま
し
た
。

現
在
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー

（
C
V
S
）
の
進
出
が
め
ざ
ま
し
く
、

当
社
も
独
自
の
C
V
S
チ
ェ
ー
ン
展

開
と
し
て
、
サ
ン
エ
ブ
リ
ー
、
ざ

ん
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
三
翠
化
学
の
仲
間
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
合
計

七
名
お
り
、
各
々
職
場
は
離
れ
て
い

ま
す
が
、
全
員
元
気
に
活
躍
し
て
い

ま
す
。
大
二
二
加
藤
新
悟
君
は
A

I
B
（
米
国
パ
ン
協
会
）
で
研
修
後
、

生
産
本
部
パ
ン
部
で
菓
子
パ
ン
部
門

の
品
質
、
工
程
、
原
価
管
理
及
び
新

向
上
技
術
の
研
究
、
工
場
従
業
員
の

食
品
衛
生
教
育
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
大
二
六
・
加
藤
久
雄
君
は
当
社

パ
リ
事
務
所
に
三
年
間
勤
務
後
、
現

在
は
ヴ
ィ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
事
業
部

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
大
二
七
・
蛭

薙
政
美
君
は
A
I
B
で
研
修
後
、
営

業
本
部
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
部
で
、

情
報
収
集
、
市
場
調
査
及
び
製
品
開

発
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
大
三
二
・

野
村
猛
嗣
君
は
大
阪
第
一
工
場
洋
菓

子
課
で
製
造
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
私
、
大
二
〇
・
斉
藤
誠
は
生

産
本
部
洋
菓
子
部
に
て
、
洋
菓
子
部

門
の
管
理
全
般
及
び
新
製
品
開
発
に

携
っ
て
い
ま
す
。
以
上
簡
単
で
す
が
、

山
崎
製
パ
ン
の
概
況
と
三
翠
化
学
同

窓
生
の
近
況
を
お
知
せ
し
ま
す
。


